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１【半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成19年12月27日に提出いたしました第41期中（自　平成19年４月１日　至　平成19年９月30日）半期報告書の記載の一部に

誤りがありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

第５　経理の状況

１　中間連結財務諸表等

(1）中間連結財務諸表

注記事項

（リース取引関係）

２　中間財務諸表等

(1）中間財務諸表

注記事項

（リース取引関係）

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は　線で示しております。

 

第一部【企業情報】
 

第５【経理の状況】
 

１【中間連結財務諸表等】

（２）【中間連結財務諸表】

注記事項

（リース取引関係）

（訂正前）

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

   
   
   

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 128,262千円

１年超 206,124

合計 334,386

リース資産減損
勘定の残高

3,672

　

 

１年内 206,256千円

１年超 1,214,675

合計 1,420,932

リース資産減損
勘定の残高

16,708

　

 

１年内 161,286千円

１年超 557,240

合計 718,527

　

   
   

   

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

同左 同左
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（訂正後）

前中間連結会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前連結会計年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

   
   
   

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料期末残高相当額

 

１年内 128,262千円

１年超 206,124

合計 334,386

リース資産減損
勘定の残高

3,672

　

 

１年内 206,256千円

１年超 1,439,613

合計 1,645,870

リース資産減損
勘定の残高

16,708

　

 

１年内 161,286千円

１年超 557,240

合計 718,527

　

   
   

   

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零（残価保証の取り決めがある場合は残

価保証額）とする定額法によっていま

す。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。
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２【中間財務諸表等】

（１）【中間財務諸表】

注記事項

（リース取引関係）

（訂正前）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月30日）

   
   
   

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料中間期末残高相当額  

 

１年内 27,169千円

１年超 25,498

合計 52,668

リース資産減損
勘定の残高

3,672

　

 

１年内 200,335千円

１年超 1,201,381

合計 1,401,716

リース資産減損
勘定の残高

16,708

　

 

１年内 69,041千円

１年超 414,456

合計 483,498

　

   
   

   

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

同左 同左

   
   
   

 

（訂正後）

前中間会計期間
（自　平成18年４月１日
至　平成18年９月30日）

当中間会計期間
（自　平成19年４月１日
至　平成19年９月30日）

前事業年度
（自　平成18年４月１日
至　平成19年３月31日）

   
   
   

(2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料中間期末残高相当額等 (2）未経過リース料期末残高相当額等

未経過リース料中間期末残高相当額 未経過リース料中間期末残高相当額  

 

１年内 27,169千円

１年超 25,498

合計 52,668

リース資産減損
勘定の残高

3,672

　

 

１年内 200,335千円

１年超 1,426,319

合計 1,626,654

リース資産減損
勘定の残高

16,708

　

 

１年内 69,041千円

１年超 414,456

合計 483,498

　

   
   

(4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法 (4）減価償却費相当額の算定方法

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零（残価保証の取り決めがある場合は残

価保証額）とする定額法によっていま

す。

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を

零とする定額法によっております。

   
   
   

 

以上

 

EDINET提出書類

アルビス株式会社(E02832)

訂正半期報告書

4/4


	表紙
	本文
	１半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第５経理の状況


	１中間連結財務諸表等
	（２）中間連結財務諸表

	２中間財務諸表等
	（１）中間財務諸表


